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１．リスク工学との出会い
　　遠藤靖典 ・ 村尾　修　編著
　伊藤　誠 ・ 掛谷英紀 ・ 岡島敬一 ・ 宮本定明 共著

これまでケーススタディ的に扱われてきたリスクを工学的観点から再構築し
ようという試みが「リスク工学」である。本書はシリーズ第1巻として，リスク工
学がいかに私たちに身近なものであるか，その全体像を物語風に平易に
概説する。
　978-4-339-07921-0　(2008年4月発行)　A5・176頁　本体価格2200円

２．リスク工学概論
　　鈴木　勉　編著
　稲垣敏之 ・ 宮本定明 ・ 金野秀敏 ・ 岡本栄司 ・
　内山洋司 ・ 糸井川栄一 共著

本書は，現代社会におけるリスク発生とその解決をめぐる問題の中で,リス
クの多様性を伝えるために，トータルリスクマネジメント，サイバーリスク，環
境・エネルギーリスク，都市リスクの４分野に焦点を当てて解説する。
　978-4-339-07922-7　(2009年5月発行)　　A5・192頁　本体価格2500円

３．リスク工学の基礎
　　遠藤靖典　編著
　村尾　修 ・ 岡本　健 ・ 掛谷英紀 ・ 岡島敬一 ・
　庄司　学 ・ 伊藤　誠 共著

本書は，リスク工学に携わる読者に必要とされる基礎知識を書き記したも
のである。数学的定理や工学的方法論だけではなく，リスク工学を学ぶ際
に必要な心構えともいうべき話題も提供されている。入門者には必読の
書。
　978-4-339-07923-4　(2008年9月発行)　A5・176頁　本体価格2300円

４．リスク工学の視点とアプローチ
　　－現代生活に潜むリスクにどう取り組むか－

　　古川　宏 編著
　佐藤美佳 ・ 亀山啓輔 ・ 谷口綾子 ・ 梅本通孝 ・
　羽田野祐子 共著

本書では，リスク工学における多様な視点や手法を用いた課題への取り組
み方を理解して，実践的な知識を身につけるために，大量データからの情
報抽出，生体認証，交通，災害，環境，ユーザの過誤などを取り上げて解
説する。
　978-4-339-07924-1　(2009年5月発行)　A5・160頁　本体価格2200円

５．あいまいさの数理
　　遠藤靖典　著

科学の対象となるあいまいさには，言葉の表現によるものと現象の生起に
よるものとがある。前者は論理，後者は確率により体系化されてきた。本書
では，それらの理論について，歴史的経緯を踏まえながらわかりやすく概
説する。
　978-4-339-07925-8  （2015年4月発行)　A5･224頁　本体価格3000円

６．確率論的リスク解析の数理と方法

　　金野秀敏 著

確率論的リスク解析のアドバンストなテキスト。定量的な解析を実行するた
めの数理的方法の提供を目的としている。数理モデルの理論的背景や数
理構造を整理したのち，多くの適用例を示しつつ，応用時の諸問題を解
説する。
　978-4-339-07926-5(2010年10月発行)   A5･188頁　本体価格2500円

７．エネルギーシステムの社会リスク
　　内山洋司 ・ 羽田野祐子 ・ 岡島敬一 共著

エネルギーを社会に大量に供給し続けるには，資源的，経済的，技術的，
環境的，安全的な面においてつねにリスクがある。本書は，エネルギー供
給に係るさまざまなリスクについて，それらを定量的に分析する方法を解
説する。
　978-4-339-07927-2　(2012年5月発行)　A5・208頁　本体価格2800円

８．暗号と情報セキュリティ
　　岡本栄司 ・ 西出隆志 共著

情報セキュリティでで守られているからこそ，情報ネットワークは有用なイン
フラとなり得ている。この情報セキュリティにもリスク工学的な考え方が必要
であり，本書ではリスク工学の一環として暗号技術とその周辺の基礎と応
用を解説する。
　978-4-339-07928-9　(2016年5月発行)　A5・188頁　本体価格2600円

９．都市のリスクとマネジメント
　　糸魚川栄一 編著
　村尾　修 ・ 谷口綾子 ・ 鈴木　勉 ・ 梅本通孝 共著

本書では，都市域において，平常時ならびに災害時に発生するリスク問題
を，さまざまな具体的事例によって解説し，分析した結果を紹介するととも
に，リスクを低減させる処方箋（マネジメント）を可能な限り提示し，読者の
便を図った。
　978-4-339-07929-6　(2013年12月発行)　A5・204頁　本体価格2800円

１０．建築・空間・災害
　　村尾　修 著

本書ではまず都市と災害の関係について触れ，それから災害対応の循環
体系（災害→緊急対応→復旧・復興→被害抑止）に対応させながら都市・
建築空間について具体的な事例を紹介・解説していく。最後に未来に向
けて現在の課題を示す。
　978-4-339-07930-2　(2013年9月発行)　A5・186頁　本体価格2600円

（定価は本体価格＋税です）

●リスク工学シリーズ●
（コロナ社 刊）

　本シリーズは，社会のリスク問題を工学の立場から解決していくことに関心のある人のためのテキストシリーズで
あり，全10巻で構成されています。１～４巻はリスク問題を総論的に捉えており，5～10巻は各論として，「トータルリ
スクマネジメント」，「環境・エネルギーリスク」，「サイバーリスク」，「都市リスク」の四つの専門分野からリスク工学の
基礎と応用を幅広く紹介しています。



トータル･リスク
マネジメント分野
リスク解析・評価の

基礎理論

サイバーリスク分野
情報セキュリティ、

ネットワークセキュリティ

都市リスク分野
都市の災害時

・平常時のリスク

環境エネルギー
リスク分野

地域の環境汚染と
地球規模の環境問題

筑波大学大学院
システム情報工学研究科

「リスク」の「クスリ」を学んでみませんか？

リスク工学専攻では，毎年，

●教員・学生の研究成果やイベントの概要をまとめた紀要「リスク工学研究」

●目玉授業「リスク工学グループ演習」のリスク工学グループ演習成果報告書

を発行しています．

リスク工学専攻WEBサイトにバックナンバー・全文が掲載されていますのでぜひご覧ください．

■リスク工学専攻WEBサイト http://www.risk.tsukuba.ac.jp/

紀要「リスク工学研究」： http://www.risk.tsukuba.ac.jp/bulletin.html
グループ演習報告書： http://www.risk.tsukuba.ac.jp/groupwork.html

リスク工学専攻

社会のリスクのクスリとなる学問
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